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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マイクロホンスタンドのコネクタ支持穴に挿入されるマイクロホン用のコネクタであっ
て、
　前記マイクロホンスタンドと電気的に接続するピンと、
　前記ピンを収納するコネクタ筐体と、
　前記コネクタ筐体の外周面に設けられるスリーブと、
　前記スリーブを前記コネクタ筐体の後方端側に向けて付勢する弾性体と、
を有してなり、
　前記スリーブには、前記コネクタ筐体と前記コネクタ支持穴との隙間に挿入される挿入
部が設けられ、
　前記弾性体の後方端側には、溝が形成されている、
ことを特徴とするマイクロホン用のコネクタ。
【請求項２】
　前記スリーブは、筒状で、
　前記弾性体は、前記スリーブの前方端側を押圧し、
　前記挿入部は、前記スリーブの後方端側に設けられる、
請求項１記載のマイクロホン用のコネクタ。
【請求項３】
　前記挿入部の外径は、前記スリーブの前方端側から後方端側に向けて小さくなる、
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請求項２記載のマイクロホン用のコネクタ。
【請求項４】
　前記弾性体の弾性率は、前記スリーブの弾性率よりも高い、
請求項１乃至３のいずれかに記載のマイクロホン用のコネクタ。
【請求項５】
　前記コネクタ筐体には、前記コネクタ支持穴内に設けられたラッチ爪に係合可能なラッ
チ穴が設けられ、
　前記ラッチ穴は、前記スリーブが設けられた位置よりも前記コネクタ筐体の後方端側に
設けられる、
請求項１乃至４のいずれかに記載のマイクロホン用のコネクタ。
【請求項６】
　マイクロホンユニットと、
　前記マイクロホンユニットと電気的に接続するコネクタと、
　前記マイクロホンユニットと前記コネクタとを連結する連結部材と、
を有してなるマイクロホンであって、
　前記コネクタは、請求項１乃至５のいずれかに記載のマイクロホン用のコネクタである
、
ことを特徴とするマイクロホン。
【請求項７】
　前記連結部材は、屈曲自在なフレキシブルパイプを含む、
請求項６記載のマイクロホン。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マイクロホン用のコネクタとマイクロホンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　マイクロホンユニットを支える支柱としてフレキシブルパイプを用いるグースネック型
マイクロホンは、フレキシブルパイプを所望の方向に屈曲させることでマイクロホンユニ
ットを音源側に向けることができるため、会議用のマイクロホンとして使われている。
【０００３】
　図５は、従来のグースネック型マイクロホンの外観図である。
　グースネック型マイクロホン１０は、マイクロホンケース２と、後部ケース３と、第１
フレキシブルパイプ４と、パイプ５と、ジョイント６と、第２フレキシブルパイプ７と、
コネクタケース８とを有してなる。
【０００４】
　マイクロホンケース２の前方（集音時に音源側に向けられるグースネック型マイクロホ
ン１０の方向）側の内部には、マイクロホンユニット２ａが収納されている。マイクロホ
ンユニットは、音源から受けた音波に応じた音声信号を生成して出力する。
【０００５】
　マイクロホンケース２の後方側（紙面右側）には、後部ケース３を介して第１フレキシ
ブルパイプ４が結合されている。第１フレキシブルパイプ４は、パイプ５の一端側に結合
されている。パイプ５の他端側には、ジョイント６を介して第２フレキシブルパイプ７の
一端側が結合されている。第２フレキシブルパイプ７の他端側には、コネクタベース９が
結合されている。コネクタベース９は、コネクタ筐体９０（図６参照）に収納されている
。コネクタ筐体９０の外周は、コネクタケース８でカバーされている。コネクタケース８
は、第２フレキシブルパイプ７との結合側から順に、小径部８１と中径部８２と大径部８
３とで構成されている。パイプ５とジョイント６とは、金属製で、直管状である。
【０００６】
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　マイクロホンユニット２ａとコネクタベース９とは、マイクロホンケース２と後部ケー
ス３と第１フレキシブルパイプ４とパイプ５とジョイント６と第２フレキシブルパイプ７
とで構成される連結部材で連結されている。マイクロホンユニット２ａが出力する音声信
号は、連結部材の内部に挿通されたマイクロホンケーブルを介してコネクタベース９に出
力される。
【０００７】
　図６は、グースネック型マイクロホン１０のコネクタ部分の断面図である。
　コネクタは、コネクタベース９と、３本のピン９１，９２，９３と、コネクタ筐体９０
と、コネクタケース８（図５参照）とで構成される。コネクタベース９の前方端側には第
２フレキシブルパイプ７が結合されている。コネクタベース９の後方端側には、接地用の
１番ピン９１と、信号のホット側の２番ピン９２とコールド側の３番ピン９３とが設けら
れている。コネクタベース９と３本のピン９１，９２，９３は、コネクタ筐体９０に収納
されている。コネクタ筐体９０の後方端側の内周面には、後述するラッチ爪と係合可能な
ラッチ穴９４が設けられている。
【０００８】
　図７は、グースネック型マイクロホン１０が取り付けられるマイクロホンスタンドの斜
視図である。
　マイクロホンスタンド２０は、ベース筐体２１と、ラッチ解除レバー２３と、通話ボタ
ン２４と、ライト２５とを有してなる。
【０００９】
　ベース筐体２１の上面には、コネクタ挿入孔２２（図８参照）に挿入されて固定されて
いる第１出力コネクタ３０（図８，９参照）のフランジ３４、ピン受部３５、コネクタ支
持穴３７が露出している。
【００１０】
　図８は、第１出力コネクタ３０の一部断面図である。
　第１出力コネクタ３０には、その筐体の上面中央部にピン受部３５が設けられ、その周
囲にコネクタ支持穴３７が形成されている。コネクタ支持穴３７内で、ピン受部３５の外
周面には、ラッチ穴９４（図６参照）と係合可能なラッチ爪３６が設けられている。第１
出力コネクタ３０の筐体の外周面には、第１出力コネクタ３０をベース筐体２１にねじ止
めするためのフランジ３４が設けられている。第１出力コネクタ３０の筐体が挿入可能な
コネクタ挿入孔２２の直径は、第１出力コネクタ３０の筐体（第１出力コネクタ３０のう
ちフランジ３４を除いた部分）の外径よりも大きく、フランジ３４の外径よりも小さい。
【００１１】
　第１出力コネクタ３０には、１番ピン３１、２番ピン３２、３番ピン３３が設けられて
いる。ピン受部３５には、コネクタベース９の３本のピン９１，９２，９３が挿入可能で
、コネクタベース９と第１出力コネクタ３０の１番ピン９１と３１同士、２番ピン９２と
３２同士、３番ピン９３と３３同士は、電気的に接続する。
【００１２】
　図９は、マイクロホンスタンド２０に取り付けられたグースネック型マイクロホン１０
の使用例を示す模式図である。
　コネクタケース８の後方端側、つまり、コネクタ筐体９０の後方端側はベース筐体２１
の上面に設けられたコネクタ支持穴３７に挿入される。このとき、コネクタ筐体９０のラ
ッチ穴９４に第１出力コネクタ３０のラッチ爪３６が係合することで、グースネック型マ
イクロホン１０はマイクロホンスタンド２０に機械的に結合されて直立状に取り付けられ
る。第１フレキシブルパイプ４と第２フレキシブルパイプ７とが屈曲することで、マイク
ロホンケース２に内蔵されたマイクロホンユニット２ａは、図中の矢印で示されるように
、所望の方向、例えば、話者の口元の方向を向く。
【００１３】
　ベース筐体２１の背面側（紙面右側）の内部には、第１出力コネクタ３０と同一の形状
の第２出力コネクタ４０が設けられている。第１出力コネクタ３０と第２出力コネクタ４
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０との１番ピン同士、２番ピン同士、３番ピン同士は、ベース筐体２１内で不図示のリー
ド線等で接続されている。第２出力コネクタ４０には、プラグ５０が差し込まれる。プラ
グ５０は、マイクロホンコード６０を介して不図示のミキサー等の外部装置に接続されて
いる。
【００１４】
　コネクタベース９が第１出力コネクタ３０に差し込まれているとき、前述のとおり、コ
ネクタベース９と第１出力コネクタ３０の１番ピン同士、２番ピン同士、３番ピン同士が
電気的に接続する。その結果、マイクロホンユニット２ａが出力する音声信号は、コネク
タベース９と第１出力コネクタ３０と第２出力コネクタ４０とを介して、マイクロホンコ
ード６０に出力される。
【００１５】
　通話ボタン２４（図７参照）は、マイクロホンユニット２ａが出力した音声信号のマイ
クロホンコード６０への出力制御に用いられる。すなわち、マイクロホンスタンド２０は
、通話ボタン２４の操作（例えば、操作者の指による押下）に応じて、例えば、操作中（
押下中）のみ、音声信号をマイクロホンコード６０に出力する制御回路を搭載する。ライ
ト２５（図７参照）は、同制御回路が音声信号をマイクロホンコード６０に出力可能な状
態であるときに点灯する。
【００１６】
　マイクロホンスタンド２０に取り付けられたグースネック型マイクロホン１０は、ラッ
チ解除レバー２３が操作者の指等により押下されたときに、ラッチ爪３６とラッチ穴９４
の係合が解除されて、マイクロホンスタンド２０から取り外される。
【００１７】
　図１０は、マイクロホンスタンド２０の第１出力コネクタ３０に取り付けられたグース
ネック型マイクロホン１０のコネクタケース８部分の一部断面図である。
　同図に示されるように、第１出力コネクタ３０のコネクタ支持穴３７の内周面とコネク
タケース８の大径部８３の外周面との間には隙間が生じている。グースネック型マイクロ
ホン１０とマイクロホンスタンド２０とは、ラッチ爪３６とラッチ穴９４との係合のみに
より取り付けられている。そのため、コネクタ支持穴３７とコネクタケース８との間の隙
間は、マイクロホンスタンド２０に対するグースネック型マイクロホン１０のガタ付きを
引き起こす。このガタ付きは、例えば、マイクロホンスタンド２０が載置された机が振動
すると、その振動をグースネック型マイクロホン１０に伝える。その結果、マイクロホン
ユニット２ａは、振動に起因する雑音信号を生成して出力する。
【００１８】
　これまでにも、マイクロホンスタンドに対するグースネック型マイクロホンのガタ付き
を防止して雑音の出力の低減に関する提案がなされている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１９】
【特許文献１】特許第４６８６４１０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　本発明は、以上のような従来技術の問題点を解消するためになされたもので、簡便な構
造により、マイクロホンスタンドに対するガタ付きが軽減されるマイクロホン用のコネク
タとマイクロホンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明は、マイクロホンスタンドのコネクタ支持穴に挿入されるマイクロホン用のコネ
クタであって、マイクロホンスタンドと電気的に接続するピンと、ピンを収納するコネク
タ筐体と、コネクタ筐体の外周面に設けられるスリーブと、スリーブをコネクタ筐体の後
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方端側に向けて付勢する弾性体と、を有してなり、スリーブには、コネクタ筐体とコネク
タ支持穴との隙間に挿入される挿入部が設けられ、弾性体の後方端側には、溝が形成され
ている、ことを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、マイクロホンスタンドに対するガタ付きが軽減される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明にかかるマイクロホンのコネクタ部分の断面図である。
【図２】上記コネクタのスリーブの断面図である。
【図３】上記コネクタの弾性体の断面図である。
【図４】マイクロホンスタンドに取り付けられた上記マイクロホンのコネクタ部分の断面
図である。
【図５】従来のグースネック型マイクロホンの外観図である。
【図６】従来のグースネック型マイクロホンのコネクタ部分の断面図である。
【図７】マイクロホンスタンドの斜視図である。
【図８】上記マイクロホンスタンドの第１出力コネクタの一部断面図である。
【図９】上記マイクロホンスタンドに取り付けられた従来のグースネック型マイクロホン
の使用例を示す模式図である。
【図１０】上記マイクロホンスタンドに取り付けられた従来のグースネック型マイクロホ
ンのコネクタケース部分の一部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照しながら、本発明にかかるマイクロホン用のコネクタとマイクロホン
の実施の形態について説明する。なお、以下の説明では、本発明にかかるマイクロホンの
例としてグースネック型マイクロホンを例に説明する。
【００２５】
　図１は、本発明にかかるグースネック型マイクロホンのコネクタ部分の断面図である。
本発明にかかるグースネック型マイクロホン１は、図５に示した従来のグースネック型マ
イクロホン１０の構成とほぼ同じであるが、コネクタケース８に代えて、コネクタ筐体９
０の外周面にスリーブ１００と弾性体２００とが取り付けられる点でグースネック型マイ
クロホン１０と相違する。すなわち、本発明にかかるグースネック型マイクロホン１は、
マイクロホンケース２と、後部ケース３と、第１フレキシブルパイプ４と、パイプ５と、
ジョイント６と、第２フレキシブルパイプ７と、本発明にかかるマイクロホン用のコネク
タとを有してなる。また、本発明にかかるマイクロホン用のコネクタは、３本のピン９１
，９２，９３を備えるコネクタベース９と、コネクタ筐体９０と、スリーブ１００と、弾
性体２００とを有してなる。ここで、グースネック型マイクロホン１は、図７に示したマ
イクロホンスタンド２０に取り付けられて使用する点において、従来のグースネック型マ
イクロホン１０と同様である。そこで、以下、本発明にかかるグースネック型マイクロホ
ン１について、図５や図７も参照しながら説明する。
【００２６】
　マイクロホンケース２の前方（集音時に音源側に向けられるグースネック型マイクロホ
ン１の方向）側の内部には、マイクロホンユニット２ａが収納されている。マイクロホン
ユニット２ａは、音源から受けた音波に応じた音声信号を生成して出力する。
【００２７】
　マイクロホンケース２の後方側には、後部ケース３を介して第１フレキシブルパイプ４
が結合されている。第１フレキシブルパイプ４は、パイプ５の一端側に結合されている。
パイプ５の他端側には、ジョイント６を介して第２フレキシブルパイプ７の一端側が結合
されている。第２フレキシブルパイプ７の他端側には、コネクタベース９が結合されてい
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る。パイプ５とジョイント６とは、金属製で、直管状である。スリーブ１００と弾性体２
００については、後述する。
【００２８】
　マイクロホンユニット２ａとコネクタベース９とは、マイクロホンケース２と後部ケー
ス３と第１フレキシブルパイプ４とパイプ５とジョイント６と第２フレキシブルパイプ７
とで構成される連結部材で連結されている。すなわち、連結部材は、マイクロホンユニッ
ト２ａとコネクタとを連結する。マイクロホンユニット２ａが出力する音声信号は、連結
部材の内部に挿通されたマイクロホンケーブルを介してコネクタ（コネクタベース９）に
出力される。
【００２９】
　コネクタベース９の前方端側（図１の紙面上側）には第２フレキシブルパイプ７が結合
されている。コネクタベース９は、例えば、ＥＩＡＪ　ＲＣ－５２３６「音響機器用ラッ
チロック式丸型コネクタ」に規定される、接地用の１番ピン９１と、信号のホット側の２
番ピン９２とコールド側の３番ピン９３とを、後方端側（図１の紙面下側）に備える。コ
ネクタベース９と３本のピン９１，９２，９３は、コネクタ筐体９０に収納されている。
３本のピン９１，９２，９３は、マイクロホンスタンド２０と電気的に接続する。
【００３０】
　連結部材を構成する第２フレキシブルパイプ７は、コネクタ筐体９０の前方端側に支持
固定される。
【００３１】
　コネクタ筐体９０の後方端側の内周面には、ラッチ爪３６と係合可能なラッチ穴９４が
設けられている。ラッチ穴９４は、後述するスリーブ１００が取り付けられる位置よりも
コネクタ筐体９０の後方端側に設けられる。
【００３２】
　グースネック型マイクロホン１は、図７に示したマイクロホンスタンド２０に取り付け
られて使用される。すなわち、コネクタ筐体９０の後方端側がベース筐体２１の上面に設
けられたコネクタ支持穴３７に挿入される。このとき、コネクタ筐体９０のラッチ穴９４
に第１出力コネクタ３０のラッチ爪３６が係合することで、グースネック型マイクロホン
１はマイクロホンスタンド２０に機械的に結合されて直立状に取り付けられる。第１フレ
キシブルパイプ４と第２フレキシブルパイプ７とが屈曲することで、マイクロホンケース
２に内蔵されたマイクロホンユニット２ａは、所望の方向、例えば、話者の口元の方向を
向く。
【００３３】
　第１出力コネクタ３０には、１番ピン３１、２番ピン３２、３番ピン３３が設けられて
いる。ピン受部３５には、コネクタベース９の３本のピン９１，９２，９３が挿入可能で
、コネクタベース９と第１出力コネクタ３０の１番ピン９１と３１同士、２番ピン９２と
３２同士、３番ピン９３と３３同士は、電気的に接続する。
【００３４】
　ベース筐体２１の背面側の内部には、第１出力コネクタ３０と同一の形状の第２出力コ
ネクタ４０が設けられている（図９参照）。第１出力コネクタ３０と第２出力コネクタ４
０との１番ピン同士、２番ピン同士、３番ピン同士は、ベース筐体２１内で不図示のリー
ド線等で接続されている。第２出力コネクタ４０には、プラグ５０が差し込まれる。プラ
グ５０は、マイクロホンコード６０を介して不図示のミキサー等の外部装置に接続されて
いる。
【００３５】
　コネクタ筐体９０の後方端側が第１出力コネクタ３０のコネクタ支持穴３７に差し込ま
れたとき、前述のとおり、コネクタベース９と第１出力コネクタ３０の１番ピン同士、２
番ピン同士、３番ピン同士が電気的に接続する。その結果、マイクロホンユニット２ａが
出力する音声信号は、コネクタベース９と第１出力コネクタ３０と第２出力コネクタ４０
とを介して、マイクロホンコード６０に出力される。
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【００３６】
　マイクロホンスタンド２０に取り付けられたグースネック型マイクロホン１は、ラッチ
解除レバー２３が操作者の指等により押下されたときに、ラッチ爪３６とラッチ穴９４の
係合が解除されて、マイクロホンスタンド２０から取り外される。
【００３７】
　図２は、スリーブ１００の断面図である。
　スリーブ１００は、弾性材料で作製される。スリーブ１００は、コネクタ筐体挿入孔１
００ｈが形成された筒状（略円筒状）である。コネクタ筐体挿入孔１００ｈには、コネク
タ筐体９０が挿入される。スリーブ１００の一方の開口端（前方端）の近傍には、後述す
る弾性体２００から押圧される被押圧部１１０が形成されている。スリーブ１００の他方
の開口端（後方端）の近傍には、コネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３７との隙間に挿入
される挿入部１２０が形成されている。
【００３８】
　挿入部１２０の外径は、スリーブ１００の前方端側（紙面上側）から後方端側（紙面下
側）に向けて小さくなる。すなわち、挿入部１２０の外周面は、スリーブ１００の前方端
側から後方端側に向けてテーパ状に形成されている。
【００３９】
　スリーブ１００のコネクタ筐体挿入孔１００ｈにコネクタ筐体９０が挿入されることで
、スリーブ１００はコネクタ筐体９０の外周面に取り付けられる。このとき、挿入部１２
０は、コネクタ筐体９０の後方端側に位置する。
【００４０】
　図３は、弾性体２００の断面図である。
　弾性体２００は、弾性材料で作製される。弾性体２００は、コネクタ筐体挿入孔２００
ｈが形成された筒状（略円筒状）である。コネクタ筐体挿入孔２００ｈには、コネクタ筐
体９０が挿入される。弾性体２００の開口端のうち、一方の開口端（後方端、紙面下側）
の近傍には、押圧部２１０が形成されている。さらに、弾性体２００の外周面のうち、弾
性体２００の後方端側で押圧部２１０の近傍には、溝２２０が形成されている。
 
【００４１】
　コネクタ筐体挿入孔２００ｈにコネクタ筐体９０が挿入されることで、弾性体２００は
、コネクタ筐体９０の外周面に取り付けられる。このとき、押圧部２１０がスリーブ１０
０の被押圧部１１０に接する。つまり、コネクタ筐体９０の外周面には、前方側に弾性体
２００が取り付けられ、その後方側にスリーブ１００が弾性体２００に接した状態で取り
付けられる。後述するように、グースネック型マイクロホン１がマイクロホンスタンド２
０に取り付けられたとき、弾性体２００はスリーブ１００をコネクタ筐体９０の後方端側
に向けて付勢する。
【００４２】
　図４は、マイクロホンスタンド２０に取り付けられたグースネック型マイクロホン１の
コネクタベース９と第１出力コネクタ３０の一部断面図である。
　コネクタ筐体９０の後方端側がコネクタ支持穴３７に挿入されたとき、コネクタ筐体９
０のラッチ穴９４と、第１出力コネクタ３０のラッチ爪３６とが係合する。同時に、スリ
ーブ１００の挿入部１２０が、コネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３７との隙間に挿入さ
れる。換言すれば、コネクタ筐体９０の外周面上でのスリーブ１００と弾性体２００の取
り付け位置は、グースネック型マイクロホン１がマイクロホンスタンド２０に取り付けら
れたときに、スリーブ１００の挿入部１２０がコネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３７と
の隙間に挿入可能な位置である。
【００４３】
　なお、図４は、スリーブ１００の挿入部１２０（図２参照）の全部、つまり、外周面が
テーパ状に形成されたスリーブ１００の部分の全部が、コネクタ筐体９０とコネクタ支持
穴３７との隙間に挿入された例を示している。これに代えて、本発明は、外周面がテーパ
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状に形成されたスリーブ１００の部分の一部のみが、コネクタ筐体９０とコネクタ支持穴
３７との隙間に挿入されるものでもよい。すなわち、本発明において、コネクタ筐体９０
とコネクタ支持穴３７との隙間に挿入されるのは、外周面がテーパ状に形成されたスリー
ブ１００の部分のうち、一部または全部であればよい。また、本発明において、スリーブ
１００の挿入部とは、スリーブ１００の一部であって、コネクタ筐体９０とコネクタ支持
穴３７との隙間に挿入される部分である。
【００４４】
　マイクロホンスタンド２０に取り付けられたグースネック型マイクロホン１は、ラッチ
爪３６とラッチ穴９４との係合に加えて、コネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３７との隙
間に挿入されたスリーブ１００の挿入部１２０によって、マイクロホンスタンド２０に固
定される。よって、グースネック型マイクロホン１においては、ラッチ爪３６とラッチ穴
９４との係合のみで固定されていた従来のグースネック型マイクロホン１０に比べて、マ
イクロホンスタンド２０に対するガタ付きが軽減される。特に、外周面がテーパ状に形成
されたスリーブ１００の部分の一部、例えば、スリーブ１００の後方端側の先端部分のみ
がコネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３７との隙間に挿入されたときは、いわゆる楔効果
が生じる。すなわち、スリーブ１００の先端部分がコネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３
７との隙間を埋めると同時に、スリーブ１００が押圧部２１０からの押圧を受けるため、
スリーブ１００の先端部分はコネクタ支持穴３７に向けて押し付けられて同隙間内に固定
される。その結果、グースネック型マイクロホン１のマイクロホンスタンド２０に対する
ガタ付きの軽減効果は、より高まる。
【００４５】
　前述のとおり、挿入部１２０の外周面は、前方端側から後方端側に向けてテーパ状に形
成されている。そのため、コネクタ筐体９０の後方端側がコネクタ支持穴３７に挿入され
たとき、挿入部１２０はコネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３７との隙間に容易に入り込
む。
【００４６】
　また、弾性体２００がスリーブ１００をコネクタ筐体９０の後方端側に向けて付勢する
ため、コネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３７との隙間に挿入された挿入部１２０は、コ
ネクタ支持穴３７の奥側（紙面下側）に向けて付勢される。つまり、コネクタ筐体９０と
コネクタ支持穴３７との隙間に挿入された挿入部１２０は、この隙間から抜け難い。
【００４７】
　なお、スリーブ１００の素材と弾性体２００の素材とが異なり、弾性体２００の弾性率
（例えば、ヤング率）がスリーブ１００の弾性率よりも高い、つまり、弾性体２００がス
リーブ１００よりも変形し難い素材であってもよい。この場合、コネクタ筐体９０とコネ
クタ支持穴３７との隙間に挿入部１２０が挿入され、被押圧部１１０から押圧部２１０に
対する反発力があっても、押圧部２１０のずれ（コネクタ筐体９０の外周面の前方端側へ
のずれ）がない。また、たとえ、押圧部２１０が被押圧部１１０から反発力を受けて変形
したとしても、押圧部２１０の近傍に形成された溝２２０により、押圧部２１０のコネク
タ筐体９０の外周面の前方端側へのずれは発生しない。このように、弾性体２００とスリ
ーブ１００の弾性率の大小の設定や、溝２２０の作用により、挿入部１２０はコネクタ筐
体９０とコネクタ支持穴３７との隙間から抜け難くなる。その結果、グースネック型マイ
クロホン１のマイクロホンスタンド２０に対するガタつきは軽減される。
【００４８】
　以上説明した実施の形態によれば、コネクタ支持穴３７に挿入されるコネクタ筐体９０
の外周面に、コネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３７との隙間に挿入される挿入部１２０
を備えるスリーブ１００と、スリーブ１００の挿入部１２０をコネクタ支持穴３７に向け
て付勢する弾性体２００とを取り付けることで、コネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３７
との隙間の一部（第１出力コネクタ３０の上面近傍の隙間）が挿入部１２０で埋まる。
【００４９】
　よって、マイクロホンスタンド２０に取り付けられたグースネック型マイクロホン１は
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、ラッチ爪３６とラッチ穴９４との係合に加えて、コネクタ筐体９０とコネクタ支持穴３
７との隙間に挿入されたスリーブ１００の挿入部１２０で、マイクロホンスタンド２０に
固定される。そのため、ラッチ爪３６とラッチ穴９４との係合のみで固定されていた従来
のグースネック型マイクロホン１０に比べて、マイクロホンスタンド２０に対するガタ付
きが軽減される。その結果、グースネック型マイクロホン１は、例えば、マイクロホンス
タンド２０が載置された机の振動に起因した雑音を出力しない。
【符号の説明】
【００５０】
　　１　　グースネック型マイクロホン
　　２　　マイクロホンケース
　　２ａ　マイクロホンユニット
　　３　　後部ケース
　　４　　第１フレキシブルパイプ
　　５　　パイプ
　　６　　ジョイント
　　７　　第２フレキシブルパイプ
　　９　　コネクタベース
　　９０　コネクタ筐体
　　９１　１番ピン
　　９２　２番ピン
　　９３　３番ピン
　　９４　ラッチ穴
　２０　　マイクロホンスタンド
　２１　　ベース筐体
　２２　　コネクタ挿入孔
　２３　　ラッチ解除レバー
　２４　　通話ボタン
　２５　　ライト
　３０　　第１出力コネクタ
　３１　　１番ピン
　３２　　２番ピン
　３３　　３番ピン
　３４　　フランジ
　３５　　ピン受部
　３６　　ラッチ爪
　３７　　コネクタ支持穴
　４０　　第２出力コネクタ
　５０　　プラグ
　６０　　マイクロホンコード
１００　　スリーブ
１００ｈ　コネクタ筐体挿入孔
１１０　　被押圧部
１２０　　挿入部
２００　　弾性体
２００ｈ　コネクタ筐体挿入孔
２１０　　押圧部
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